
燃油高騰！ 動けぬ漁船！燃油高騰！ 動けぬ漁船！

流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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燃油高騰！動けぬ漁船！

7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！

漁業存続の危機！
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ॷͷγϯϙδϜ�～社領 弘氏（JF一宮町）が発表～
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March. 2014

ॾߓدに༲がったダイオウイカ（写真提供：新温泉町）

《今月の海上安全標語》 ～困ってしまう… ～
　「わしはライフジャケット着なくてもええんや！」と聞くことがあります。
　　　そう言わないで !  もしもの時は家族や仲間など周りの人たちも困るのです…

では、今月も安全操業で！「Θ͠ええ」 ͦΕ͕Ұ൪　ࠔるͶん「Θ͠ええ」 ͦΕ͕Ұ൪　ࠔるͶん

ϥΠδϟέϥΠδϟέ
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表紙の言葉

（写真提供：新温泉町）
　新温泉町のＪＦ浜坂で揚がったダイオウイカ。
　昨年、テレビで生きた姿が放映されたあと、日本各地で
その姿が確認されていますが、生け捕りにしたのは今回が
初めてとのことです。
　このイカは無脊椎動物としては世界最大級の生物として
知られ、伝説の「クラーケン」のモデルとされています。ま
た、マッコウクジラの胃の中から、ダイオウイカとみられる
痕跡が見受けられるほか、クジラの頭部に吸盤の跡がある
ことから、クジラが天敵となっているようです。
　巨大なイカに、巨大なマッコウクジラが噛みつく…
　深海に棲む生き物たちの世界は私たち人類の想像を超える
ものなのでしょう…

「諸寄港で揚がったダイオウイカ」（新温泉町）
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毎
月
の
共
済
金
の
支
払
が
完
了
し
た
時
、安
堵
し
て
ボ
ー
ッ
と
す
る
。

こ
ん
な
時
い
つ
も
回
想
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
幼
少
の
こ
ろ

祖
父
や
父
親
の
背
中
を
見
て
漁
師
の
ま
ね
ご
と
を
浜
じ
ゅ
う
の
子
供
が

競
い
、
竹
竿
に
綱
や
ロ
ー
プ
を
引
っ
掛
け
、
ど
ち
ら
が
か
っ
こ
い
い
と

か
大
き
い
と
か
で
ガ
キ
大
将
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
自
慢
し
港
を
駆
け
回

り
毎
日
が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
そ
ん
な
当
時
の
香
住
は
港
が
船
で
覆
い
尽
く
さ
れ
、
上
屋
は
カ
ニ
や
魚
で
一

色
に
さ
れ
、
セ
リ
の
サ
イ
レ
ン
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
町
じ
ゅ
う
響
き
わ
た
っ
た
も
の
で
す
。

　

良
く
考
え
れ
ば
小
学
校
１
学
年
７
ク
ラ
ス
有
り
３
０
０
人
近
い
生
徒
が
存
在
し
家
系
は
も
ち
ろ
ん

漁
師
や
加
工
屋
と
い
っ
た
水
産
関
係
で
ほ
ぼ
占
め
ら
れ
て
お
り
、
今
と
は
違
い
豊
漁
で
魚
価
も
良
く

燃
料
等
の
経
費
も
低
く
抑
え
ら
れ
漁
家
経
営
は
安
泰
に
見
え
町
中
が
景
気
に
沸
い
て
い
た
こ
と
を
な

つ
か
し
く
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
町
中
に
は
映
画
館
が
２
軒
と
ボ
ー
リ
ン
グ
場
も
あ
り
、
現
在
は
望

郷
の
念
と
言
っ
た
具
合
で
何
と
か
昔
の
よ
う
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
切
な
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

昔
と
違
い
我
が
水
産
業
界
の
現
状
は
魚
が
獲
れ
な
い
の
に
安
く
、獲
れ
た
ら
獲
れ
た
で
な
お
安
く
、

経
費
は
倍
返
し
で
魚
価
は
三
分
の
一
返
し
と
言
っ
た
具
合
、
安
定
し
て
い
た
ノ
リ
養
殖
経
営
も
今
で

は
例
外
で
は
な
く
、
ま
と
も
に
漁
家
経
営
が
出
来
る
環
境
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
漁
師

が
衰
退
す
れ
ば
何
時
か
日
本
の
た
ん
ぱ
く
源
の
確
保
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
な
環
境
の
下
、
共
済
組
合
と
し
て
漁
家
経
営
を
守
る
責
務
は
大
き
な
役
割
を
賜
っ
て
い
る

こ
と
を
今
一
度
噛
み
し
め
、
ま
さ
か
の
不
漁
時
に
「
共
済
で
今
年
は
何
と
か
助
か
っ
た
で
～
」
と
声

を
１
人
で
も
多
く
掛
け
て
頂
き
ま
す
よ
う
「
積
立
ぷ
ら
す
」
も
活
用
し
な
が
ら
役
職
員
一
同
で
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

共
済
組
合
の
責
務

兵
庫
県
漁
業
共
済
組
合 

参
事
　
福 

本
　
好 

宏



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
瀬
戸
内
海
に
春
を
告
げ
る
イ
カ
ナ
ゴ
漁
は
、
大
阪
湾・播
磨
灘
と
も
に
2
月
28
日
（
金
）

か
ら
始
ま
り
、
県
下
の
関
係
漁
港
は
待
ち
わ
び
た
解
禁
に
活
気
づ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
解
禁
日
以
降
、
く
ぎ
煮
に
す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
35
㎜
前
後
の
サ
イ
ズ
の
も

の
の
水
揚
げ
が
順
調
に
続
い
て
お
り
、消
費
者
に
は
買
い
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
は
、
今
年
は

日
本
郵
便
㈱
近

畿
支
社
と
兵
庫

県
イ
カ
ナ
ゴ
謝

恩
実
行
員
会
と

共
同
で
「
親
子

で
い
か
な
ご
の

く
ぎ
煮
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
3
月

8
日
（
土
）
に

開
催
し
た
ほ

か
、
シ
ー
ト
ク

ラ
ブ
や
小
中
学

校
等
で
く
ぎ
煮

教
室
を
積
極
的

に
行
う
な
ど
、

イ
カ
ナ
ゴ
の
消

費
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
順

調
な
水
揚
げ
が

続
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
海
に
春
を
告
げ
る

　
 

イ
カ
ナ
ゴ
漁 

解
禁
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（写真提供：JF兵庫漁連 津田英幸氏）

　
2
月
7
日
は

北
方
領
土
の
日

で
す
。

　
こ
の
日
は
、

安
政
元
年(

１

８
５
５
年)

に

伊
豆
下
田
で
日

露
通
好
条
約
が

調
印
さ
れ
た
日

で
あ
り
、
こ
の

条
約
で
日
露
両

国
の
国
境
が
定

め
ら
れ
、
北
方

四
島(

択
捉
島
、

国
後
島
、
色
丹

島
、
歯
舞
諸

島)

が
日
本
の

領
土
と
し
て
、

初
め
て
国
際
的

に
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
歴

史
的
な
意
義
と
平
和
的
な
外
交
交

渉
に
よ
っ
て
領
土
の
返
還
を
求
め

る
運
動
の
趣
旨
か
ら
、
昭
和
56
年

(

１
９
８
１
年)

１
月
の
閣
議
で
、

毎
年
2
月
7
日
を
「
北
方
領
土
の

日
」
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
本
県
で
は
、
北
方
領
土
返
還
運

動
兵
庫
県
推
進
会
議
が
主
催
し

て
、
毎
年
、
推
進
大
会
が
開
か
れ

て
お
り
、今
年
も
2
月
8
日(

土)

神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
記
念
県
民

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

青
年
会
議
所
や
行
政
、
企
業
、
漁

業
団
体
等
か
ら
２
０
０
名
が
参
加

し
、
歴
史
的
事
実
や
国
際
法
上
か

ら
も
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
運
動
を
粘

り
強
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
ら

の
挨
拶
に
続
き
、
北
方
領
土
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
の
発
表

や
、「
安
倍
対
ロ
シ
ア
外
交
」
と

題
し
て
石
川 

一
洋
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説

委
員
の
講
演
が
行
わ
れ
、
最
後
に

山
口 

徹
夫
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
専
務

理
事
が
決
意
表
明
を
朗
読
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

考えよう　みんなで解決　北方領土
　神戸で「北方領土の日」記念県民大会開催

来賓で挨拶する平野正幸兵庫県知事公室長
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
3
月
4
日
～
5
日
、
東
京
で

開
催
さ
れ
た
第
19
回
全
国
青

年・女
性
漁
業
者
交
流
大
会（
参

加
者
約
５
５
０
人
）
で
室
津
漁

業
協
同
組
合
女
性
部(

本
多
春

代
部
長)

が
「
浜
の
母
ち
ゃ
ん

の
挑
戦
～
室
津
の
魚
を
食
卓

へ
！
～
」
と
題
し
た
活
動
発
表

を
行
い
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
全
国
38
の
青
年
・

女
性
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
が
、
資

源
管
理
や
経
営
、
資
源
管
理
な

ど
5
分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
日
頃

の
活
動
成
果
を
発
表
し
、
翌
日

は
講
評
、
表
彰
式
な
ど
で
2
日

間
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。
同

女
性
部
は
、
第
4
分
科
会
・
地

域
活
性
化
部
門
で
本
多
部
長
と
山
田
奈
保
美
さ
ん
が
分

担
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
開
設
し
た
直
販

所
「
魚
魚
市
」（
と
と
い
ち
）
を
拠
点
に
、鮮
魚
や
惣
菜
、

週
替
わ
り
で
寿
司
や
弁
当
販
売
を
行
う
か
た
わ
ら
、
料

理
教
室
、
小
学
校
で
の
郷
土
料
理
給
食
会
な
ど
出
前
講

座
な
ど
多
岐
に
亘
る
活
動
事
例
を
通
じ
て
「
室

津
の
魚
」
Ｐ
ＲR

や
漁
協
の
販
売
事
業
に
も
貢

献
し
て
い
る
こ
と
や
、
地
元
の
人
達
に
親
し
ま

れ
る
「
浜
の
母
ち
ゃ
ん
食
堂
」
に
も
挑
戦
し
た

い
な
ど
意
欲
的
な
発
表
で
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
本
多
部
長
は
じ
め
役
員
、

部
員
の
皆
さ
ん
の
柔
軟
な
発
想
力
で
の
活
動

や
、
組
合
長
ら
役
職
員
の
支
援
、
そ
し
て
、
発

表
途
中
で
「
弁
士
を
若
手
に
交
代
し
ま
す
」
と

い
う
微
笑
ま
し
い
一
幕
は
、
同
組
織
の
円
滑
な

持
続
を
伺
わ
せ
る
な
ど
好
印
象
の
発
表
が
評

価
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
上
に

魚
価
安
、
資
源
減
少
、
燃
油
高
、
三
重
苦
で
暗

く
な
り
が
ち
な
漁
村
地
域
に
新
風
と
活
性
を

も
た
ら
す
成
功
事
例
と
し
て
、

今
後
の
波
及
効
果
に
期
待
大
と

い
う
と
こ
ろ
が
高
得
点
に
つ
な

が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
な

お
、
本
発
表
は
全
国
大
会
に
先

立
つ
2
月
17
日
、
神
戸
市
内
で

開
催
さ
れ
た
「
農
と
暮
ら
し
の

研
究
発
表
大
会
」
で
も
兵
庫
県

知
事
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
多
部
長
ら
は
前
々
か

ら
世
間
で
い
わ
れ
る
「
魚
離

れ
」
と
い
う
言
葉
に
疑
問
を
感

じ
て
お
り
、「
消
費
者
に
魚
本

来
の
価
値
観
が
伝
わ
っ
て
い
な

い
の
は
、
自
分
た
ち
が
情
報
発

信
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い

か
？
」
と
考
え
、
魚
の
旬
や
新

鮮
味
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
普
及
員
・
藤
井
久
美
さ
ん(

た
つ
の
市)

ら
の
指
導

を
得
な
が
ら
、
漁
協
荷
捌
き
所
横
に
「
魚
魚
市
」
を
開

設
し
拠
点
と
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
同
部
は
昭
和
34
年

に
結
成
以
来
、
魚
食
普
及
、
地
産
地
消
、
環
境
保
全
を

三
本
柱
に
、
現
在
も
71
名
の
部
員
が
幅
広
い
活
動
を
続

け
て
お
り
「
浜
の
母
ち
ゃ
ん
食
堂
」
が
で
き
れ
ば
地
域

の
絆
は
さ
ら
に
深
ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

摂
津
播
磨
地
区
漁
青
連
も

　
「
水
産
庁
長
官
賞
」
を
受
賞

　
今
回
の
交
流
大
会
に
は
青
年
部
か
ら
も
多
数
参
加
し

て
い
ま
す
。
本
県
か
ら
も
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年

部
連
合
会
（
大
角
生
馬
会
長
）
が
参
加
し
、
第
3
分
科

会
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
で
「
青
年
部
活
動
の
新
た
な

展
開
に
つ
い
て
～
資
源
保
護
活
動
か
ら
魚
食
普
及
活
動

へ
～
」
と
題
し
て
発
表
を
行
い
、「
水
産
庁
長
官
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
連
合
会
は
、
昭
和
61
年
に
設
立

し
た
「
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
」
を
内
部
組
織
に
抱
え
て

お
り
、
資
源
培
養
管
理
活
動
に
特
に
熱
心
な
取
り
組
み

を
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
深
刻
な
「
魚
価
安
」
を
何

と
か
し
た
い
、我
々
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
と
考
え
、

若
手
漁
業
者
自
ら
、
学
校
、
消
費
者
団
体
を
対
象
に
魚

食
普
及
や
魚
・
海
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
な
ど
交

流
機
会
を
重
ね
、
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
活
動
発
表
で
大
角
会
長
は
、
同
会
の
様
々
な

活
動
を
報
告
し
た
あ
と
、
直
近
の
活
動
例
で
、
関
西
学

院
大
学
文
学
部
の
ゼ
ミ
生
と
学
内
で
海
・
漁
業
・
魚
を

テ
ー
マ
に
交
流
会
を
も
つ
機
会
を
得
て
、
意
見
交
換
会

や
学
祭
出
店
を
重
ね
る
う
ち
、
学
食
に
漁
師
料
理
を
提

供
す
る
話
に
発
展
し
た
。
試
し
に
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で 

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
」
を

出
し
た
と
こ
ろ

い
つ
も
完
売
で

皆
さ
ん
に
大
変

好
評
頂
い
た
。

他
の
大
学
か
ら

も
オ
フ
ァ
ー
が

き
て
お
り
、
漁

業
の
現
場
か
ら

生
の
声
を
発
信

で
き
る
機
会
が

増
え
て
き
た
と

成
果
を
報
告
し

ま
し
た
。
そ
し

て
「
前
獲
れ
の

魚
介
類
の
フ
ァ

ン
」
づ
く
り
を

通
じ
て
、
私
達

の
漁
業
の
未
来

を
築
き
た
い
と

締
め
く
く
り
ま

し
た
。

 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

浜の母ちゃんの挑戦～室津の魚を食卓へ！
　ＪＦ室津女性部  全国大会で農林水産大臣賞の栄誉

「浜の母ちゃん食堂」プレオープンの様子（２月15日）
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「
山
田
記
念
賞
」
は
、
永
年
に
わ
た
り
大

き
な
夢
と
希
望
を
抱
い
て
本
県
水
産
業
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
故
山
田
岸
松
氏
を
偲
び
、

そ
の
ご
功
績
を
記
念
す
る
た
め
平
成
３
年
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
水
産
業
の
経
営
、
技

術
に
優
れ
、
多
年
に
わ
た
り
本
県
水
産
業
の

振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
著
名
な
方
に

贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
当
基
金
主
催
に
よ
る
本
年
度
の
同
賞
表
彰

式
お
よ
び
祝
賀
会
は
、
２
月
14
日
（
金
） 

神

戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
積
雪
に
よ
る
影
響
も
多

少
あ
り
ま
し
た
が
、
県
・
漁
協
等
の
関
係
者

ら
約
80
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
受
賞
者
は
、
井
上 

隆
氏
（
Ｊ
Ｆ

神
戸
市
）、
福
岡 

留
次
氏
（
Ｊ
Ｆ
津
名
）、

石
塚 

保
雄
氏
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
）
の
３
名
で
、

当
基
金 
井
戸 

敏
三
会
長
（
兵
庫
県
知
事
）

が
受
賞
者
・
団
体
へ
そ
れ
ぞ
れ
「
天
与
」
と

命
名
さ
れ
た
「
男
女
漁
業
者
立
像
」
レ
リ
ー

フ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
山

田 

隆
義
理
事
長
が
主
催

者
挨
拶
を
し
た
後
、
井
戸

知
事
は
「
受
賞
さ
れ
た
皆

様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
今
後
と
も
さ
ら
に
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
あ

わ
せ
て
こ
の
日
の
天
気
を

詠
み
込
ん
だ
「
雪
が
降
る 

山
に
も 

海
に
も 

平
地
に

も　
自
然
の
恵
み 

あ
り

が
た
く
想
う
」
の

歌
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代

表
し
て
石
塚
氏
か

ら
は「
50
年
間
、

漁
師
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
周
り

の
方
々
と
家
族
、

こ
と
に
家
内
の
お

か
げ
。
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
漁
業
の
た

め
に
尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
の
祝
賀
会
で
は
、
当
基

金 

貝
原 
俊
民
名
誉
会
長
（
前
兵
庫
県

知
事
）
が
、
当
基
金
の
設
立
時
の
故

山
田 

岸
松
氏
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
漁

業
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
兵
庫
漁
業
界

の
リ
ー
ダ
ー
の
先
見
の
明
を
称
え
る
と
と
も

に
、
受
賞
者
の
栄
誉
を
お
祝
い
す
る
挨
拶
が

あ
り
、
会
場
は
終
始
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

第
17 
回  「
山
田
記
念
賞
」
表
彰
式
・
祝
賀
会 

開
催 

　
～
本
県
水
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
３
名
が
受
賞
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

受賞者を代表し謝辞を述べる石塚様

【山田記念賞受賞者】（前列左から）
井上 隆氏、福岡 留次氏、井戸 敏三会長、山田 隆義理事長、石塚 保雄氏
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

兵
庫
県
漁
業
者
と

地
理
学
地
域
文
化
学
専
修
学
生

と
の
交
流
活
動
（
成
果
報
告
）

 

関
西
学
院
大
学
文
学
部 

田 

和　

正 

孝

１
．
は
じ
め
に

　
漁
業
地
理
学
の
研
究
手
法
は
様
々
で
あ
る

が
、
生
産
活
動
に
関
す
る
研
究
、
漁
場
利
用

形
態
の
研
究
、
漁
村
の
暮
ら
し
や
文
化
に
関

す
る
研
究
な
ど
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
生
産

者
た
る
漁
業
者
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
最
高
の
情
報

提
供
者
が
漁
業
関
係
者
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　
報
告
者
は
、
専
攻
す
る
漁
業
地
理
学
の
立

場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
各
地
の
漁
業
地
域
や
漁

村
に
お
い
て
研
究
と
調
査
を
続
け
て
き
た
。

ま
た
、
地
理
学
専
修
の
教
員
と
し
て
指
導
す

る
学
生
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
な
経
験
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
理
学
的
な
研
鑽
を

積
ま
せ
た
い
と
考
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
も

各
地
の
漁
村
に
学
生
を
案
内
し
、
漁
業
関
係

者
よ
り
数
々
の
指
導
を
得
て
き
た
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
学
外
活
動
は
時
間
的
制
約
、
費

用
的
制
約
な
ど
が
あ
り
限
定
的
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
調
査
研
究
は
も
ち

ろ
ん
「
現
場
」
を
重
視
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
学
内
で
の
授

業
に
お
い
て
漁
業
者
を
ク
ラ
ス
に
招
き
、
学

生
と
の
交
流
を
実
現
で
き
な
い
も
の
か
と
模

索
し
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
報
告
者
は
、
兵
庫
県
瀬
戸
内

海
海
区
調
整
委
員
会
、
兵
庫
の
若
手
漁
業
者

を
育
成
す
る
大
輪
田
塾
と
関
係
し
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
を
通
じ
て
県
内
の
多
く
の
漁
業
者
、

各
地
の
漁
業
協
同
組
合
、
県
水
産
課
、
漁
業

関
連
諸
団
体
と
情
報
交
換
や
交
流
を
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

経
験
を
基
礎
と
し
て
、
２
０
１
３
年
度
に
は

漁
業
者
と
学
生
と
の
交
流
機
会
を
実
現
す
べ

く
計
画
を
練
り
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
同
年
5

月
に
、
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合

会
事
務
局
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
①
県
内
若
手

漁
業
者
が
魚
食
普
及
の
た
め
に
大
学
生
と
の

交
流
を
考
え
て
い
る
、
②
本
学
図
書
館
が
所

蔵
す
る
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
の
閲
覧
を
希

望
し
た
い
、
③
大
学
生
協
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー

に
食
材
を
提
供
し
た
い
、
な
ど
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。

　
交
流
会
の
話
は
一
気
に
実
現
性
を
帯
び

た
。
5
月
中
に
、
大
角
生
馬
氏
（
兵
庫
県
漁

協
青
壮
年
部
連
合
会
会
長
：
坊
勢
漁
業
協
同

組
合
）、
大
西
正
起
氏
（
伊
保
漁
業
協
同
組

合
）、
福
山
貴
久
氏
（
林
崎
漁
業
協
同
組
合
）

の
4
名
に
来
学
い
た
だ
き
、
開
催
に
向
け
て

種
々
検
討
し
た
。
こ
の
結
果
、
２
０
１
３
年

６
月
18
日
（
火
）
に
会
を
催
す
運
び
と
な
っ

た
。

２
．
漁
業
者
と
学
生
と
の
交
流

　
６
月
18
日
の
交
流
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ

び
交
流
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

⑴　
地
理
学
地
域
文
化
学
演
習
Ⅰ
授
業

　
第
２
限
（
11
時
10
分
～
12
時
40
分
）

 

於
：
Ｃ
号
館
２
０
１
号
教
室

　
出
席
者
（
敬
省
略
）

　
　

 

兵
庫
県
漁
業
者
お
よ
び
関
係
諸
団
体
・

行
政
関
係
者
：

大
角
、
大
西
、
福
山
（
以
上
3
名
、

所
属
先
は
前
述
の
と
お
り
）

橘　
正
吾
、
山
本
大
地
、
西
岡
慎
介

（
以
上
、
西
二
見
漁
業
協
同
組
合
）、

久　
友
樹
、
高
木　
豊
、
中
川
伊
佐

央
（
以
上
、
室
津
漁
業
協
同
組
合
）、

小
田
垣
寧
（
兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
）、
西
詰
宗
弘
（
兵
庫
県
水
産

振
興
基
金
）、
鈴
木
雅
巳
（
兵
庫
県

関
西
学
院
大
学
と
摂
津
播
磨
地
区
漁
協

青
壮
年
部
連
合
会
と
の
交
流
に
つ
い
て

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

　

昨
年
６
月
に
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青

壮
年
部
連
合
会
（
大
角 
生
馬
会
長
：

Ｊ
Ｆ
坊
勢
）
が
行
っ
た
「
平
成
25
年
度 

関
西
学
院
大
学
消
費
流
通
検
討
会
」（
拓

水
２
０
１
３
．
７
月
号
に
て
既
報
）
に

つ
い
て
、
当
基
金
へ
関
西
学
院
大
学
文

学
部 

田
和 

正
孝
教
授
よ
り
成
果
報
告

が
届
き
ま
し
た
。

　

拓
水
で
は
２
か
月
に
わ
た
り
そ
の
内

容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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中
播
磨
県
民
局
姫
路
農
林
水
産
振
興

事
務
所
）、
土
井
俊
彦
、
冨
永
裕
子
、

三
宅
晋
吾
（
以
上
、
兵
庫
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
）

　
　
関
西
学
院
大
学
：

田
和
正
孝
（
文
学
部
教
授
）、
田
和

ゼ
ミ
３
年
生
（
13
名
）

　
話
題

　
　
発
表
： 

田
和
「
兵
庫
県
漁
業
者
若
手
育

成
の
場
大
輪
田
塾
」（
田
和
）

　
　
講
演
と
討
論
： 

土
井
・
大
角
「
兵
庫
県

漁
業
の
現
状
」

　
学
生
に
よ
る
授
業
の
感
想
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。
な
お
、
大
角
氏
に
は
授
業
の
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
正
式
に
招
く
形
を
と

る
た
め
、
こ
の
件
を
６
月
の
文
学
部
教
授
会

に
お
い
て
提
案
し
た
。
審
議
の
結
果
、
学
部

か
ら
承
認
を
得
た
。

 

⑵ 　
昼
食
で
の
魚
食
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
　
　
12
時
40
分
～
13
時
30
分

 

於
：
生
協
食
堂
パ
パ 

　
兵
庫
県
の
水
産
品
、
水
産
加
工
品
を
学
生

が
試
食
す
る
機
会
を
得
た
。（
参
加
し
た
学

生
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
は
次
号
に
て
）

⑶
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
の
閲
覧

　
　
14
時
～
16
時
30
分

 

　
於
：
関
西
学
院
大
学
図
書
館

　
ま
ず
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
を
簡
単
に
説

明
し
て
お
き
た
い
。『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』

は
明
治
中
期
に
お
け
る
兵
庫
県
内
各
地
の
漁

業
実
態
を
把
握
で
き
る
貴
重
な
文
献
で
あ

る
。
現
在
、本
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

昭
和
40
年
代
に
文
学
部
史
学
科
日
本
史
専
修

所
属
の
教
員
が
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
詳
細
な
来
歴
等
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。 

　
本
図
解
は
、
１
８
９
７
年
（
明
治
30
）
８

月
、
大
日
本
水
産
会
兵
庫
支
会
に
よ
っ
て
編

集
、
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
編
集
の
主

旨
は
、「
緒
言
」
に
よ
る
と
、
兵
庫
県
下
に

お
け
る
漁
具
の
種
類
と
使
用
の
状
態
と
を
調

査
し
、
神
戸
に
て
開
催
さ
れ
る
第
二
回
水
産

博
覧
会
に
出
陳
し
て
漁
業
上
の
参
考
に
す
る

た
め
で
あ
っ
た
。そ
の
説
明
は
虚
飾
を
避
け
、

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
期
し
、
掲
げ

ら
れ
た
図
画
も
そ
の
実
態
を
示
す
こ
と
が
主

で
あ
っ
た
。
調
査
お
よ
び
編
纂
に
は
、
同
年

の
３
月
か
ら
８
月
に
至
る
６
ヵ
月
間
が
費
や

さ
れ
た
。

　
鹹
水
漁
業
と
淡
水
漁
業
の
二
部
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
鹹
水
漁
業
の
部
は
、
国

別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鹹

水
漁
業
が
摂
津
国
１
冊
、
播
磨
国
４
冊
、
淡

路
国
１
冊
、
但
馬
国
１
冊
、
淡
水
漁
業
が
摂

津
国
・
播
磨
国
・
丹
波
国
・
但
馬
国
を
あ
わ

せ
た
２
冊
の
計
９
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
。
播
磨
国
４
冊
の
う
ち
、
巻
１
と
巻
２
は

東
播
の
部
（
明
石
郡
、
加
古
郡
、
印
南
郡
）、

巻
３
と
巻
４
は
西
播
の
部
（
飾
磨
郡
、
揖
保

郡
、
赤
穂
郡
）
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
。
播

磨
国
の
巻
４
が
欠
巻
で
あ
る
こ
と
が
惜
し
ま

れ
る
。
収
録
内
容
は
漁
具
の
大
分
類
ご
と

に
ま
と
め
ら
れ
、
網
漁
具
か
ら
説
明
が
始
ま

り
、
次
に
釣
漁
具
、
雑
漁
具
と
続
く
。
合
計

３
０
０
の
漁
具
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
網
漁

具
の
記
載
数
が
こ
の
う
ち
の
58
％
を
占
め
て

い
る
（
田
和 

２
０
１
０
）。

　
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
は
、
第
二
回
水

産
博
覧
会
に
出
陳
さ
れ
た
際
、
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
久
保
田

（
１
８
９
７
）
は
、「
兵
庫
県
、
福
岡
県
、
高

知
県
、
島
根
県
、
新
潟
県
、
山
形
県
よ
り
許

多
の
有
益
な
る
水
産
上
の
書
籍
並
に
写
本
あ

り
殊
に
兵
庫
県
よ
り
出
品
の
水
産
並
に
漁
具

図
解
と
称
す
る
折
本
は
大
日
本
水
産
会
兵
庫

支
会
の
出
品
に
し
て
九
冊
に
付
五
百
圓
な

り
餘
程
精
密
な
る
有
益
な
る
書
と
思
は
れ
た

り
」と
い
う
よ
う
に
、高
額
な
頒
布
価
格（
現

在
で
あ
れ
ば
１
０
０
万
円
か
ら
１
５
０
万
円

に
相
当
す
る
）
か
ら
、
本
図
解
を
高
く
評
価

さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
て
い
る
。

第
二
回
水
産
博
覧
会
に
お
け
る
漁
業
お
よ
び

そ
の
沿
革
に
関
す
る
調
査
、
図
書
、
方
案
な

ど
の
出
品
数
は
68
点
で
あ
り
、
従
来
の
博
覧
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
会
に
比
し
て
著
し
く
増
え
た
。
博
覧
会
の
審

査
概
評
は
、『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
を
山
形

県
海
面
漁
業
組
合
が
出
品
し
た
『
漁
業
誌
』、

島
根
県
外
海
水
産
業
組
合
連
合
会
会
議
所
が

出
品
し
た
『
島
根
県
水
産
誌
』、
そ
の
他
、

静
岡
県
漁
業
組
合
取
締
所
が
出
品
し
た
漁
場

図
、
富
山
県
が
出
品
し
た
沿
海
漁
場
図
、
山

口
県
朝
鮮
近
海
漁
業
組
合
が
出
品
し
た
朝
鮮

近
海
漁
場
探
検
図
な
ど
と
と
も
に
「
斯
業
参

考
上
最
裨
益
ア
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
評
価

し
て
い
る（
第
二
回
水
産
博
覧
会
事
務
局
編
、

１
８
９
７
）。

 　
兵
庫
県
漁
業
者
各
位
に
は
、

摂
津
、
播
磨
を
中
心
に
実
物
を
閲

覧
い
た
だ
き
、
特
に
底
曳
網
の
図

を
中
心
に
、
現
在
操
業
し
て
い

る
漁
法
と
の
差
異
、
類
似
点
な

ど
を
確
認
し
、
意
見
交
換
し
た
。

１
０
０
年
以
上
前
に
記
録
さ
れ
た

漁
具
に
対
し
て
も
共
通
点
が
多
く

み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
技
術
上
の

知
識
で
過
去
と
現
在
に
お
い
て
共

有
さ
れ
る
も
の
が
き
わ
め
て
多
い

こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
報
告

者
に
と
っ
て
は
、
今
後
、
こ
の
図

解
の
研
究
を
進
め
る
に
際
し
て
、

現
代
の
漁
業
者
か
ら
も
多
く
の
示

唆
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
痛
感
し
た
。

参
考
文
献

久
保
田
韓
七
郎
（
１
８
９
７
）『
第
二
回
水
産

博
覧
会
案
内
』、
久
保
田
通
訳
館
、
58
ｐ
．

第
二
回
水
産
博
覧
会
事
務
局
編
（
１
８
９
７
）

『
第
二
回
水
産
博
覧
会
審
査
概
評
』、
金
子
印

刷
所
、
92
ｐ
．

田
和
正
孝（
２
０
１
０
）「『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」、
時
計
台
（
関
西
学

院
大
学
図
書
館
報
）
80
、
pp
．
６
︱
14
．

【 

次
号
で
は
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
等

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
】

消費税法改正等のお知らせ事業者の方へ 税務署

消費税（地方消費税を含む。）の税率が
平成26年４月１日から８％（※）になります。

※平成26年４月１日以後に行われる取引であっても、経過措置により旧税率が適用される場合があります。

平成26年４月１日を含む課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書を作成するためには…

帳簿等において、課税取引を適用税率ごとに区分しておく必要があります。

総額表示義務の特例が設けられています。

消費者向けの価格表示については、税込価格を表示（総額表示）することが義務付けられていま
すが、平成25年10月１日から平成29年３月31日までの間は、「現に表示する価格が税込価格で
あると誤認されないための措置」を講じている場合に限り、税込価格を表示しなくてもよいとす
る特例が設けられました。

詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。 国税庁 検  索➡
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明石での食育活動の今後に期待

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
（
山
田 

隆

義
会
長
）
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
（
シ
ー
ト
ク

ラ
ブ
）
は
、
毎

回
、
多
彩
な
講

師
に
よ
る
料
理

教
室
を
開
催
し

て
お
り
、今
回
、

Ｊ
Ｆ
但
馬
の
職
員
を
講
師
に
招
い
た
「
旬
の
魚

を
楽
し
む
教
室 

若
松
葉
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）」
を

２
月
18
日
（
火
）
に
水
産
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
若
松
葉
と
は
、
脱
皮
し
た
て
の
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
で
「
水
ガ
ニ
」
と
呼
ば
れ
、
身
に
水
分
が
多

く
捌
き
や
す
い
う

え
、価
格
も
手
頃
。

毎
年
こ
の
時
期
に

開
講
さ
れ
る
同
教

室
に
は
今
年
も
定

員
い
っ
ぱ
い
の
16

名
が
受
講
し
、
そ

の
味
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
但
馬 

橋

本 
靖
彦
津
居
山

支
所
長
か
ら
但
馬

の
漁
業
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
平

本 

雅
大
津
居
山

直
販
店
長
よ
り
若

松
葉
を
捌
く
コ
ツ

を
実
演
し
つ
つ
話
さ
れ
る
な
か
、
メ
モ
を
と
っ

た
り
、
動
画
を
撮
っ
た
り
と
熱
心
に
受
講
さ
れ

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
参

加
者
は
捌
い
た
カ
ニ
を
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

隅
谷 

翠
主
任
の
指
導
の
も
と
、
刺
身
や
焼
き
ガ
ニ
、

中
華
風
卵
と
じ
に
と
調
理
し
、
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
用
意
し
た
味
噌
汁
と
と
も
に
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
で
は
、
料
理

教
室
を
通
じ
て
県
内
産
水
産
物
の
魅
力
を
伝
え

る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
Ｊ
Ｆ
・
青
壮
年
部
・
女
性
部
の
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
、Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
７
８
︱
９
１
７
︱
４
１
３
７
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

　
明
石
市
漁
業
組
合
連
合

会
（
山
本 

章
等
会
長
：

Ｊ
Ｆ
西
二
見
）
は
2
月
4

日
（
火
）
兵
庫
県
水
産
会

館
に
て
「
平
成
25
年
度
勉

強
会
（
第
2
回
）」
を
開

催
し
、
集
ま
っ
た
明
石
市

議
会
議
員
約
20
名
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
Ｊ
Ｆ
江
井
ヶ
島 

橋
本 
幹
也
組
合
長
よ
り

「
明
石
の
魚
と
食
育
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
漁

業
者
と
し
て
考
え
る
食
育

の
役
割
や
、
現
在
の
学
校

給
食
へ
の
食
材
提
供
や
学

校
で
の
料
理
教
室
な
ど
の

取
り
組
み
と
、
今
後
の
展

望
な
ど
に
つ
い

て
話
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
明

石
産
ノ
リ
と
量

販
店
等
で
安
く

売
ら
れ
て
い
る

ノ
リ
の
食
べ
比

べ
を
行
い
、
議

員
か
ら
は
「
こ

ん
な
に
違
う
も
の
か
」
と
驚
き
の
声
が
上
が
り
、
意

見
交
換
会
で
は
、
ノ
リ
の
漁
場
環
境
や
流
通
に
関
す

る
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
会
長
は
「
水
産
物
の
本
当
の
味
を
子
供
た
ち

に
伝
え
た
い
」
と
さ
れ
、
議
員
か
ら
は
「
地
域
の
特

産
品
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
何
を
す
べ
き
か
」
な
ど

の
意
見
が
出
て
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

若
松
葉
を
使
っ
た
料
理
に
挑
戦
!! 

　

～
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の「
旬
の
魚
を
楽
し
む
教
室
」
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

（一財）兵庫県水産振興基金

明石市議会議員の勉強会を開催
　～「食育」をテーマに意見交換～

明石の漁業の現状を伝えました

平本講師の手さばきを見ようと覗き込む参加者ら

旬の若松葉を堪能できた教室となりました



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

瀬
戸
内
海
の
水
域
の
秩
序
あ

る
利
用
を
進
め
る
会
（
以
下

Ｕ
Ｗ
Ｈ
）
と
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

の
共
催
、
Ｊ
Ｆ
赤
穂
市
の
協

賛
に
よ
る
西
宮
か
き
ま
つ
り

が
、
２
月
23
日
（
日
）
西
宮

市
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
開

催
さ
れ
、
カ
キ
な
ど
を
求
め

る
家
族
連
れ
ら
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｕ
Ｗ

Ｈ
が
自
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
方

式
で
の
県
内
水
産
物
を
提
供

す
る
施
設
の
運
営
を
目
指
し

て
、
周
辺
の
需
要
の
規
模
や
、
実
際
の
運
営
に
お
い
て
の
課
題
等
を
探

る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
Ｐ
Ｒ
は
会
場
周
辺
の
約
３
万

世
帯
へ
の
新
聞
折
り
込
み
広
告
や
立
て
看
板
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
な
ど
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
開
場
前
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
開
始
時
点

で
は
長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
た
た
め
、
用
意
し
た
殻
付
牡
蠣

や
剥
き
身
、
水
産
加
工
品
は
イ
ベ
ン
ト
開
始
後
間
も
な
く
売

り
切
れ
ま
し
た
。
無
料
試
食
の
焼
き
牡
蠣
や
、
牡
蠣
う
ど
ん

等
を
買
い
求
め
る
人
は
、
そ
の
味
の
良
さ
か
ら
再
度
列
に
並

ん
だ
り
、
商
品
が
売
り
切
れ
た
後
も
次
々
と
購
入
し
た
い
と

い
う
消
費
者
が
訪
れ
る
な
ど
、
行
列
は
イ
ベ
ン
ト
終
了
間
際

ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
き
、
消
費
者
の
関
心
の
高
さ
、

需
要
の
大
き
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
場

者
か
ら
は
「
西
播
地
区
ま
で
行
く
時
間
が
な
く
、
手
近
で
美

味
し
い
カ
キ
が
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
、
今
後
も
様
々
な
方
法
で
県
内
産
水

産
物
の
良
さ
を
消
費
者
に
向
け
て
発
信
し
、
魚
食
を
更
に
拡

大
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＪＦ兵庫漁連

ＵＷＨによる県内水産物即売会
　～西宮ヨットハーバーで開催～

事故を未然に防止するため

　　“命を守る運動”「海上安全講習会」
を県下各地で開催しております。

～講習会の開催申込みは下記団体まで～
　この取組みは、平成22年よりＪＦや関係団体を対象に行っており、海難事故対策・ライフジャケット
着用推進等の内容で開催しています。(この模様は本誌「拓水」で適宜紹介しています。)

講習会開催についてのお問い合わせは

ＪＦ兵庫漁連指導部まで  TEL ０７８－９４０－８０１３

10
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『
子
供
た
ち
に
淡
路
の
魚
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
』
と
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部

連
合
会
（
中
村 

高
治
会
長
：
Ｊ
Ｆ
由
良
町
）

が
、
2
月
4
日
（
火
）
南
あ
わ
じ
市
・
洲
本

市
組
合
立
広
田
小
学
校
の
5
年
生
児
童
ら
約

80
名
を
対
象
に
開
催
し
た
料
理
教
室
に
同
行

取
材
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

｢

タ
チ
ウ
オ
三
枚
お
ろ
し
と
サ
ザ
エ
の

 

身
を
取
り
出
す
こ
と
に
挑
戦｣

　
同
漁
青
連　
渡
辺 

直
部
員
（
Ｊ
Ｆ
由
良

町
）
が
講
師
を
務
め
、
ま
ず
、
黒
板
を
使
っ

て
、
タ
チ
ウ
オ
の
断
面
図
や
包
丁
の
入
れ
方

を
説
明
し
な
が
ら
、
鮮
や
か
に
実
演
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
た
児

童
の
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
ぎ

こ
ち
な
く
見
え
ま
し
た
が
、
高
学
年
と
も
な

る
と
、
包
丁
の
扱
い
も
落
ち
着
い
て
お
り
安

心
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル

ご
と
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
部
員
や
洲
本
農
林
水

産
事
務
所
職
員
の
的
確
な
指
導
も
あ
り
、
全

員
が
無
事
に
タ
チ
ウ
オ
を
三
枚
に
お
ろ
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
集
中

し
、
完
成
さ
せ
た
時
の
笑
顔
と
と
も
に
出
る

「
で
き
た
ぁ
！
」
の
声
に
満
足
感
が
あ
ふ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
中
村
会
長
が
サ
ザ
エ
の
身
を
取
り

出
す
実
演
を
お
こ
な
い
、
児
童
も
挑
戦
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
部
員
ら
の
指
導
に
よ
り
上

手
に
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　
三
枚
お
ろ
し
の
タ
チ
ウ
オ
は
タ
タ
キ
、
南

蛮
漬
け
に
な
り
、
サ
ザ
エ
は
刺
身
で
、
同
漁

青
連
の
準
備
し
た
た
こ
飯
と
一
緒
に
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
漁
師
。
魚
を
さ
ば
く

の
も
早
い
ん
や
で
。｣

や｢

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
炊
い
た
魚
が
好
き
。｣

と
教
え
て
く
れ
る

児
童
も
い
て
、
身
近
に
魚
が
あ
り
、
関
心
が

高
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
を
通
じ
、淡
路
の
魚
に
つ
い
て
、

お
い
し
さ
は
勿
論
の
こ
と
魚
体
の
様
子
や
食

べ
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

淡
路
の
魚
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
！

　

～
淡
路
地
区
漁
青
連
の
料
理
教
室
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

スタッフによる丁寧な指導もあった

中村会長をはじめスタッフは下準備に余念がない

講師を務めた渡辺さん
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

自動膨張式ライフジャケットはボンベなどの定期的な点検・
メンテナンスが必要
です。

　ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、

一人乗りの漁船の場合、ライフジャケッ
トを着用してください。

海難事故をなくそう！

とにかく浮きます!!

自動膨張式ライフ
ジャケット

モデル：ＪＦ兵庫漁連
　　　　藤本 朋也さん

　
Ｊ
Ｆ
浜
坂
（
新
温
泉
町
）
の
諸
寄
漁
港
近
く

の
海
で
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
が
生
き
た
ま
ま
捕
獲
さ

れ
、
情
報
を
聞
い
て
集
ま
っ
た
地
元
住
民
や
報

道
陣
が
見
守
る
な
か
引
き
揚
げ
ら
れ
、
浜

は
「
深
海
か
ら
の
使
者
」
に
大
い
に
沸
き

ま
し
た
。

　
２
月
25
日（
火
）午
前
10
時
30
分
ご
ろ
、

同
Ｊ
Ｆ
組
合
員
の
岡
本 

哲
雄
さ
ん
（
63

歳
）
は
同
漁
協
沖
の
約
８
メ
ー
ト
ル
の
海

底
で
素
潜
り
漁
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

水
中
約
４
メ
ー
ト
ル
の
頭
上
を
泳
い
で
い

る
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
を
発
見
し
ま
し
た
。
岡

本
さ
ん
は
船
に
戻
り
、
イ
カ
の
胴
に
ロ
ー

プ
を
巻
き
つ
け
て
捕
獲
し
、
船
で
ゆ
っ
く

り
引
っ
張
っ
て
き
て
か
ら
仲
間
約
10
人
で

引
き
揚
げ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
引
き
上
げ
ら
れ
た
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
は
、

体
長
４
・
13
メ
ー
ト
ル
で
、
餌
を
取
る
長
い
触

腕
は
２
本
と
も
ち
ぎ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
あ
れ
ば
約
８
～
９
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、

重
さ
は
推
定
約
２
０
０
キ
ロ
で
胴
の
幅
は
約
56

セ
ン
チ
も
あ
る
も
の
で
し
た
。

　
深
海
に
生
息
す
る
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
が
こ
の
冬
、

日
本
海
沿
岸
の
広
い
範
囲
で
相
次
い
で
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
生
き
た
ま
ま
捕
獲
さ
れ
た
の
は

初
め
て
で
す
。
こ
の
貴
重
な
イ
カ
は
後
日
、
兵

庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
ホ
タ
ル
イ
カ
の
水
揚
げ
量
日
本
一
と
し
て
知

ら
れ
る
同
Ｊ
Ｆ
で
す
が
、
こ
の
日
は
小
さ
な
ホ

タ
ル
イ
カ
と
は
全
く
異
な
る
巨
大
イ
カ
で
活
気

づ
い
た
一
日
で
し
た
。

～
ホ
タ
ル
イ
カ
の
町
に
～

　

ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
が
揚
が
っ
た
！

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

ダイオウイカを生け捕った岡本さん
　（写真提供：新温泉町）

（写真提供：新温泉町）
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　生活協同組合コープこうべでは、４月から学
童保育の新事業「子育て支援事業“Terakoya”」
がスタートします。コンセプトは、「親の安心を
大切に」「子どもが主役の成長の場に」「地域の絆
を大切に」の３つ。週１回から５日、小学生を預
かり、宿題に取り組む学習時間やおやつ、遊びの
時間をとってより良い生活習慣を身につけます。
コープこうべが培ってきた子育て支援のメニュー
をプログラムに組み入れるなど、生協ならではの
事業として展開していきます。
　１月には利用希望者に向けた見学会を行い、
53組の親子が参加しました。事業説明では、保
護者が内容や料金の説明に熱心に耳を傾け、「夏
休みだけ利用できますか」「駅まで迎えに来ても
らえるのですか」など、多くの質問が出されまし
た。なかには、１年先を見越して説明会に参加さ
れた組合員も。学童保育がいかに大きな“社会的
な困りごと”であるかが垣間見えました。一方、
子どもたちはお絵かき、読書、ドミノや将棋など
で遊んだり、昼食やおやつを試食するなど一足早
く体験し、「早く来たいな」「先生には春から会え
るの」など、楽しみにしている様子でした。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　ＪＡ兵庫中央会は、１月17日（金）神戸市内で「協
同の力でくらしと地域を豊かに」をテーマにＪＡ生
活文化活動実践集会を開催し、９ＪＡの役職員と
女性組織代表者など約80人が出席しました。
　冒頭、ＪＡ兵庫中央会の高品常務理事が、ＪＡ
を取り巻く環境変化を踏まえたＪＡくらしの活動
の展開方向について提案しました。続いて、家の
光協会の下川代表理事専務が、ＪＡ教育文化活動
の実践と家の光誌の活用について報告。
　家の光誌体験発表では、ＪＡ兵庫西女性会の立
石氏が、同誌創刊より約90年にわたる農家家庭や
女性会活動における記事活用体験を、また同ＪＡ
姫路西部営農生活センターの岩本センター長が、
組合員・地域住民との絆の強化に向けた家の光誌
普及活用の取り組みについて発表しました。
　また、ＪＡあつぎの井萱代表理事組合長が、地
域から認められ信頼される組織を目指した地域農
業振興や教育文化活動の取り組みについて紹介し
ました。
　最後に、東京農業大学小泉名誉教授が、日本人
の健康を支える「和食の底力」について講演しま
した。
　本実践集会を通じて、安心して暮らせる豊かな
地域社会の実現に向けて、より効果的なＪＡくら
しの活動の展開が必要であることを確認しまし
た。

「ＪＡ生活文化活動
実践集会」を開催

子育て支援事業（学童保育）
“Terakoya”をスタート

４つの新聞社の記者会見も行いました家の光誌普及活用について発表する岩本センター長



००
写真と文

༡ํࢠ

道具曼荼羅
◆
「
道
具
」と
い
う
言
葉
の
定
義
は
多
岐
に
亙
り
、
広
辞
苑
に
は
六
つ
挙
げ
て

あ
る
。
仏
具
・
器
具
・
武
器
・
舞
台
用
の
装
置
類
な
ど
で
あ
る
が
、
此
処
で
は

加
工
用
に
使
う
器
具
を
取
り
上
げ
た
い
。つ
ま
り
、鉋（
か
ん
な
）や
鑿（
の
み
）・

鋸
（
の
こ
ぎ
り
）の
話
で
あ
る
。
筆
者
の
祖
父
は
大
工
、
父
が
左
官
職
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
終
戦
の
年
に
父
は
戦
病
死
、
祖
父
は
赤
痢
に
罹
り
隔
離
病
院
で

逝
く
な
っ
た
た
め
、
共
に
顔
さ
え
記
憶
に
朧
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
残
し
た
道

具
類
は
、
半
端
で
無
く
大
量
に
あ
っ
た
。
二
階
へ
上
が
る
階
段
下
に
、
旨
く
棚

を
拵
え
て
整
理
し
て
あ
り
、
幼
時
か
ら
見
慣
れ
て
は
い
た
が
、
特
に
左
官
の
使

う
鏝
（
こ
て
）の
種
類
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
た
も
の
だ
。
全
て
他
者
へ
譲
渡
し

て
し
ま
い
、
一
丁
も
残
っ
て
は
い
な
い
が
、
柄
と
鋼
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形

が
何
と
も
見
事
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

◆
県
庁
近
く
の
「
竹
中
大
工
道
具
館
」で
『
棟
梁
／
堂
宮
大
工
の
世
界
』と
い
う

巡
回
展
を
見
学
し
た
。
法
隆
寺
の
大
修
理
の
際
、
棟
梁
を
つ
と
め
た
西
岡
常
一

氏
を
紹
介
し
て
お
り
、
緻
密
に
描
い
た
設
計
図
の
見
事
さ
や
棟
梁
直
筆
の
技

術
ノ
ー
ト
の
精
緻
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
数
百
年
の
風
雪
に
耐
え
る
寺
院
や
神

社
を
築
く
技
の
確
か
さ
、
信
念
を
持
っ
て
立
ち
向
か
う
姿
勢
に
荘
厳
な
も
の

を
感
じ
た
。
棟
梁
は
「
我
々
は
木
を
刻
む
専
門
家
だ
か
ら
、
道
具
が
切
れ
ね
ば

な
ら
ん
、
自
分
の
手
先
だ
と
思
え
」と
、
よ
く
言
っ
た
ら
し
い
。
仕
事
は
道
具

に
あ
り
。
法
隆
寺
金
堂
の
修
復
に
使
っ
た
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
や
鑿
な
ど
、
直
ぐ
使
え

そ
う
に
光
っ
て
い
た
。

◆
鉋
台
の
削
り
面
は
、
完
全
な
平
面
で
は
木
を
う
ま
く
削
れ
な
い
。
好
み
に
合

わ
せ
幾
ら
か
傾
斜
を
つ
け
工
夫
し
て
あ
る
。
削
り
屑
は
、
和
紙
を
長
く
し
た
感

じ
で
薄
く
裏
が
透
け
て
見
え
、
鉋
が
作
り
出
す
芸
の
極
み
と
い
え

る
。
こ
の
鉋
を
小
さ
く
作
っ
た
「
豆
鉋
」は
手
の
平
に
乗
る
小
さ
な

逸
品
で
、
外
国
政
府
の
役
人
へ
の
土
産
品
と
な
っ
て
海
を
渡
っ
た

と
い
う
。
或
る
鉋
職
人
は
注
文
を
受
け
る
と
、
ま
ず
古
い
鉄
材
探
し

に
駆
け
づ
り
回
る
と
い
う
。
古
い
蔵
が
取
り
壊
さ
れ
る
時
、
扉
の
金

具
や
蝶
番
を
貰
い
受
け
て
、
そ
れ
を
材
料
に
見
事
な
和
鉋
の
刃
が

生
ま
れ
る
。
名
工
の
腕
が
、
安
易
な
妥
協
を
許
さ
な
い
と
の
事
で
あ

る
。

◆
「
鋸
」も
名
品
に
な
る
と
挽
き
肌
が
鋭
利
な
刃
物
で
削
っ
た
よ
う

に
な
り
、
改
め
て
鉋
を
掛
け
る
必
要
が
な
い
。
或
る
大
工
が
、
銘
木

の
床
柱
を
誤
っ
て
短
く
切
り
、
代
品
の
柱
も
無
く
て
青
く
な
っ
た
。

幸
い
に
身
が
薄
く
歯
も
細
か
い
細
工
用
の
胴
付
鋸
だ
っ
た
の
で
、

切
り
口
を
合
わ
せ
る
と
ピ
ッ
タ
リ
と
合
い
見
た
目
に
全
く
判
ら
な

い
。
大
工
は
鋸
に
手
を
合
わ
せ
た
と
い
う
。
昔
、
両
国
橋
を
拵
え
た

時
、
対
岸
ま
で
一
気
に
切
り
揃
え
た
大
工
職
の
話
が
伝
わ
る
が
、
鋸

の
状
態
が
非
常
に
良
か
っ
た
よ
う
だ
。
鋸
は
歯
の
切
れ
味
も
大
切

だ
が
、
鋼
の
表
面
に
つ
け
た
細
か
な
ヤ
ス
リ
目
の
状
態
も
大
事
で

あ
る
。
オ
ガ
屑
が
詰
ま
ら
ぬ
工
夫
だ
。

金
魚
の
群
れ

救
命
救
急
と
Ｊ
Ｆ
共
済
に
つ
い
て

　
２
月
25
日（
火
）に
行
わ
れ
た
講
座
は
、「
あ
な
た
は
人
を
助
け

る
こ
と
が
で
き
る
か 

～
水
難
救
命
救
急
の
理
論
と
実
践
～
」と

「
Ｊ
Ｆ
共
済
事
業
に
つ
い
て
」の
2
講
座
で
し
た
。

　
「
あ
な
た
は
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
」は
神
戸
海
上
保
安

部
警
備
救
難
課 

村
本 

克
巳
課
長
が
同
保
安
部
の
歴
史
や
事
業
内

容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、続
い
て
同
課
の
職
員
か
ら
救
命
救
急
の

理
論
と
実
技
を
学
び
ま
し
た
。実
践
で
は
訓
練
用
人
形
を
使
っ
た

Ｃ
Ｐ
Ｒ（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
）と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
、ま
た
、外
傷
へ
の
対
処
法
を
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
血
に
見

立
て
た
実
演
か
ら
学
び
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
講
習
は
Ｊ
Ｆ
等

で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、実

際
に
人
形
を
触
っ
た
り
す
る

の
が
初
め
て
の
塾
生
も
多
く
、

た
く
さ
ん
の
質
問
で
時
間
を

超
え
る
講
義
と
な
り
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
続
く「
Ｊ
Ｆ
共
済
事
業
に
つ

い
て
」は
共
水
連
兵
庫
県
事
務

所 

磯
田 

政
志
所
長
が
、保
険

と
共
済
の
違
い
や
、Ｊ
Ｆ
共
水

連
の
歴
史
、掛
金
の
流
れ
な
ど

を
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、同
事
務

所 

小
柴 

佐
王
里
課
長
代
理
か

ら
商
品
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

塾
生
は
再
度
、Ｊ
Ｆ
共
済
事
業

や
加
入
内
容
に
つ
い
て
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た

話
も
あ
る
な
ど
、広
く
共
済
事

業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

トマトジュースを使っての外傷への対処法を学ぶＪＦ共済事業について講義をする磯田所長
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